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　戦時下には、ラジオや新聞の情報から毎日の天気予
報も消えました。そんな時に起こった二つの地震とその
背景にスポットを当てました。
　戦時下、名古屋空襲が始まる直前に海溝型の巨大
地震が愛知県を襲いました。1944年12月7日の東南海
地震では三重・愛知・静岡の3県に被害が集中、1,223
人の犠牲者がでました。愛知県では名古屋南部の三
菱道徳工場や半田の中島飛行機など航空機生産工
場に大きな被害が出ました。工場に勤労動員されてい
た学徒をはじめ多くの犠牲者が出ましたが、こうした事
実を国民に知らせることは戦意を低下させるとして新
聞の検閲が強化され、国民は正確な情報を知ることが
できませんでした。

「戦時下の地震―隠された東南海・三河地震」
　　　 3月8日（火）～5月6日（金）

開催中

　1945年1月13日には愛知県西三河地方を内陸直下
型の三河地震が襲いました。被害の範囲は西三河に
限定されましたが、東南海地震の影響に続いての大き
な揺れは家屋など建物の倒壊をもたらしました。地震
発生が午前3時38分であったため、避難する間もなく
家屋の下敷きとなった犠牲者は2,306人で、東南海地
震の犠牲者を千人以上上回りました。犠牲者の中には
空襲を避けるため名古屋市内の国民学校から集団で
疎開していた学童が含まれていました。
　半田市立博物館と安城市歴史博物館からお借りし
た貴重な資料に加えて、米軍偵察機が捉えた空中写
真も展示しています。

今年も
「名古屋大空襲犠牲者追悼の夕べ」を行いました。

　例年は3月にボランティア全体会を行っていますが、今
年は一昨年来のコロナ禍のため、全体会の開催を危ぶ
む声も出ていました。そこで、多くの新しいボランティアさん
に登録していただいていたこともあって、交流の場を作り
ました。「お互い、もっと知り合いたい」「いろいろな活動に

参加したい」
という気持ち
をみなさんが
お持ちだとわ
かり、有意義
な交流会とな
りました。

　3月12日、ピー
スあいちの平和
地蔵前でともし火
法要を行いまし
た。平和メッセー
ジの書かれたとも
し火を並べ、建昌
寺と瑞光寺の僧
侶お二人の読経
の中、ボランティア
が手をあわせて
追悼しました。

ボランティア新人交流会を開きました！
　　　　2021年12月11日（土）

◆アンケートから◆　戦争中、天気予報が軍の秘密事項として国民に
知らされなくなった！びっくりしました。地震の被害も隠され、救援を求
めることもできなかったとのこと。「軍隊は国民を守らない」と聞いたこ
とがありますが、本当にそうなんだと思いました。（55歳女性）
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（上）日本政府主催沖縄復帰記念式典で式辞を述べる屋良朝
苗知事

（下）2021年12月14日、辺野古新基地埋め立て状況

ピースあいちは開館15年を迎えます

予告 沖縄戦と日本復帰50年
　　　5月10日（火）～7月2日（土）

　米軍の占領下にあった沖縄は1972年5月15日、日本
への復帰を果たしました。その日、那覇市民会館の復
帰記念式典での屋良朝苗知事の挨拶は、こんな言葉
から始まりました。「沖縄の復帰は疑いもなくここにやっ
てきました。しかし、米軍基地の問題をはじめ、いろい
ろな問題を持ち込んだまま復帰したわけであります」。
　この時、屋良さんが願ってきた「即時・無条件・全面
返還」は果たされませんでした。多くの人の悲願で
あった本土並みにはほど遠い復帰に対して、那覇市
民会館に隣接する与儀公園では「沖縄処分」だと抗
議の集会をして、喜屋武真栄参院議員、瀬長亀治郎
沖縄人民党委員長らが、お祝いの垂れ幕の下をデモ
行進しました。
　あれから50年が過ぎようとしています。沖縄が抱え
る最大の課題は今も基地問題です。悲惨な沖縄戦の
後遺症とも言うべき諸問題を解決できず、沖縄に米軍
基地の負担を押しつけてきた結果、米兵の引き起こす
事件や事故、騒音被害、環境汚染、人権侵害が今も
続いています。
　そこで、今年の沖縄展は沖縄戦の準常設展示に加
え、復帰50年を縦軸に、沖縄戦後の主要な問題を年

　ピースあいちは今年5月4日に開館15周年を迎えま
す。15年前のこの日のことが、開館10周年誌『希望を
編みあわせる』では次のように書かれています。
「盛況だった開館式／5月4日、オープンの日はさわや
かな五月晴れだった。地元の公職者の方々、全国から
お祝いに駆けつけてくれた平和資料館関係者、多く
のマスコミにも囲まれて、開館式は盛大だった。ご挨拶
や祝辞のあと、加藤たづさんに感謝状を贈呈し、館の
メッセージである「希望を編みあわせる」の詩を事務
局全員で朗読した。／最後にテープカットをして開館
式は終わった。夕刻からは、名東文化小劇場で「今こ
そ、平和のメッセージを！」が開催され、満席のお客さま
にも祝福されて「ピースあいち」は船出した。多くの
人々の支援と協力によって、この日を迎えることができ
た。感謝と喜びの開館日だった。」
　また年表には、名東文化小劇場での講演会と音楽
の夕べでは早乙女勝元さんの講演と千種高校吹奏
楽部、松本三紀夫とコールロマンチェの演奏が行われ
たことや、この日に「ピースあいちニュース」第1号が発
行されたことが書いてあります。
　開館を迎えた嬉しさや、どれほど多くの方々の期待

を集めたのか、その雰囲気が伝わってきます。実際に
開館時間前から多くの方々がピースあいちを訪れて、
階段までもが人の列で埋まっていました。そして見知
らぬ方が花束を届けてくれたのでした。
　こうしてピースあいちはスタートし、15年を経ました。
来館者数はまもなく9万人となります。ピースあいちは
多くの支援者に支えられてきました。また多くのボラン
ティアさんに日々の運営を担っていただいています。常
設展のほか、年間を通じていろいろな企画展が開催
されています。市民による平和博物館、この理想形を
これからも追い求めていきます。
　さらに現在では認定NPOによる博物館相当施設と
いう全国でも稀有な存在となりました。今後博物館法
改正への対応などの課題が出てくるかもしれません
が、これまでの経験と蓄積を生かして対応していきた
いと思っています。
　公立の戦争資料館（平和博物館）を望みながら
も、市民立でスタートしたピースあいちですが、15年の
歳月は「これでよかった」と教えてくれているように思
います。

表にして展示します。沖縄の現状を自分の事として考
えていただけることを願っています。

館長　宮 原 大 輔
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報告

　26名の寄贈者から寄贈された資料115点を展示公
開、会期中コロナまん延防止等重点措置が出たなか
で595名の来館者がありました。
　会場には、親子三世代で来館され祖母の話に耳を
傾ける娘と孫、猪高中学校生徒の平和新聞で来館し
た小中学生と家族の姿も見られました。「大切に保管
されていたことに驚き、実際にものを見ることで当時の
生活を肌で感じられた」「親子で平和について考える
良い機会になった」などの感想が寄せられました。

●来館者の感想
B29の残骸でつくられたジュラルミンのペンケースを寄贈
し、ご案内をいただいて来館しました。とてもわかりやすい
展示でした。パンプキン爆弾（春日井市）が愛知で使われ
ていたこと、知りませんでした。中学生が見学にいらっ
しゃっていて、とても良い事だと思いました。（71歳女性）

遺書や体験談、写真などを拝見し、今の平和のありがたさ
と、先人達への感謝、生きている事のキセキ等、様々な気
持ちが出てきた。自分のできる事をする、前を向いて人生
を進んでいく、という気持ちになりました。ありがとうござ
いました。（37歳男性）

教科書でしか知らなかった歴史がより身近な視点から感
じられて、平和とは何かを今までで一番考えた。写真はも
ちろん市民目線で実際に見るように、当時の様子が伝
わってきたし、実際のものを見ることで、肌で当時の生活
を感じられた。（19歳女性）

「戦争の記憶」の貴重な品々の展示を拝見し、「歴史」を
伝える資料がこれからもこのような形で保存されていく
ことを心から願いました。未来の平和を確かなものにする
ために、歴史を知り伝えていくことが私たちに求められて
いると思います。「15年戦争から」の展示資料、「パンプキ
ン爆弾」に関する展示資料、心にのこりました。とにかく
一人一人の命の尊厳を奪っていく戦争をひきおこす思想
を克服していかなければいけないと強く思いました。戦争
の歴史（被害の歴史も加害の歴史も）を正しく知る、正し
く知らせる。このピースあいちの存在は、今ますます重要
になっていると思います。（65歳女性）

戦争中から長い時間がたっているのに当時のものが大切
に保管されていた事に驚きました。戦死された方が御家
族に宛てて書かれていたお葉書を読み、胸が詰まりまし
た。奪われてしまった命はかえってきません。御家族の無
念の思いも伝わってきました。戦争で人として扱われるこ
となく消えていく命がなくなりますように。女学生さんの
日記を読んで、いつの時代も若い方のみずみずしい感性
は変わらないと思いました。（57歳女性）

　改憲の機運を高める動きがあるなか、自分の言
葉で護憲の意見を言えるようになろうと、ピースあ
いちのさまざまなボランティアを対象とした憲法勉
強会を開いています。1回目の講師は鈴木秀幸理
事長、2回目は松本篤周弁護士にも加わっていた
だきました。

第9回寄贈品展－来て見て伝えよう戦争の記憶―第9回寄贈品展－来て見て伝えよう戦争の記憶―
2021年12月7日（火）～2022年2月26日（土）2021年12月7日（火）～2022年2月26日（土）
第9回寄贈品展－来て見て伝えよう戦争の記憶―
2021年12月7日（火）～2022年2月26日（土）

　戦争体験者が年々少なくなる中で、その貴重な体
験を語り継ごうと2017年に、ピースあいち「語り継ぎ手
の会（リボン）」が発足しました。以降、夏の語りシリー
ズや来館者へ、学校などへ出向き、「語り継ぎ」を行っ
てきました。
　しかし、新型コロナ感染拡大のため、会としての活
動は長らく休会となっていました。昨年、戦後75年プロ
ジェクト語り継ぎボランティア研修を修了された皆さん
を会にお迎えして、2022年1月にまず「語り継ぎの試演
会」から始めようと再開しました。しかしながら再開す
るや否やオミクロン株感染拡大。2月の例会は中止とな
りましたが、3月には例会（試演会）を行い、4月には、久
しぶりに会員の交流をと総会を準備しています。
　「戦争は二度と起こしてはいけない」という体験者の
思いを多くの方に語り継いでいきたいと思っています。

新しい仲間を迎えて「語り継ぎ手の会（リボン）」
4月に総会を開きます。

▲寄贈者の方々からお話しをきく（12月7日　オープニングで）

ボランティアの憲法勉強会を行いました。
　　　2月5日（土）・3月26日（土）
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　自然界はきょうも「戦い」に明け暮れています。負ければ滅ぼさ
れてしまいますから、そうならないために、大きな群れを作ったり、
無数の卵を産んだりして、強いものに対抗します。人間の世界も
古今東西、ずっと戦い続けてきました。多くは、より力のある武器を
手にした側が有利に戦いを進めましたが、でも有利になると奢りが
出ます。残虐な仕打ちにも平気になります。そして数多くの悲劇が
生まれます。対抗する力は反省と良識かもしれません。

平和へのメッセージ

　ある旅の思い出
小林 由紀子
（元教師）

　これまでいろいろな戦跡を訪ねたが、一番印象深
かったのは小４の息子を連れての「中国東北への旅」
である。それは1984年の夏。かつての日本軍が旧満
州で行った戦跡を10日間かけて巡るものだった。案内
をしてくれた中国人通訳の淡 と々した語り口の裏に時
折見える厳しい目におののきながら、当時の関東軍の
蛮行に身の置き場のない思いにかられたのを今でも
忘れることができない。
　またハルピンの自由広場で「市場が汚いでしょ。…こ
れおいしいから持って行って」と流暢な日本語でそっと
寄って来た女性が、かぼちゃの種子を差し出してくれ

た。私はその日本語にびっくりし
たが彼女はきっと、その頃日本で
話題になっていた中国残留孤
児の一人ではなかったかと思う。
　この旅の同行者に、満州生まれ満州育ち、小5の時
に日本に引き揚げて来た、建築家の故・庄幸司郎氏が
いた。北京への帰途の中で「軍隊なんて国民を守って
くれない。かのロシア兵が襲って来た時には関東軍は
もう南方に逃げてしまった。彼らから婦女子を守ったの
は僕たち子供だったんだ。」この言葉が今も耳に残っ
ている。

　“人殺し反対”の父のメッセージを伝え続けて
中村 桂子

（ピースあいち語り継ぎ手の会「リボン」代表）

　私は、父日比野勝廣の沖縄戦での体験を幼い頃か
ら聴いて育ちました。父は、「僕だけ生きて悪かった」と
生涯にわたり苦しみ続け、「戦争は怖いよ。僕の戦争
体験を伝えてくれ」と言って、2009年に85歳で亡くなり
ました。
　戦後110回以上沖縄を訪れ、無念に死んで逝った
戦友を弔い続けました。父にとって沖縄戦を戦ったこ
の時期は、「毎日が誰かの命日」でした。父は、陸軍の
歩兵でした。父の任務は、爆弾を抱えた兵士を敵の戦
車に体当たりさせる「肉弾戦法」の配置班長でした。
軍の命令一つで、若い兵士たちが一瞬で骨一本残ら

ず、肉片となって散って逝きまし
た。父自身も右腕を負傷して死
臭漂うガマ（洞窟）で３か月間生
死をさまよいました。父は暗闇を
嫌がり、電気を消して寝ることができませんでした。そ
して、毎晩のようにうなされていました。
　今ウクライナでは、77年前の悲劇が再び起きていま
す。父は「戦争は国と国がするもの。僕たち兵士は、戦
闘＝人殺しをしなければならなかった」「人殺し反対！」
というメッセージも残しました。私も「人殺し反対」のメッ
セージを伝え続けていきます。
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　日常生活の中でじわじわと戦争が当たり前になるということ
半田 博子

（一般社団法人「ふろしき研究会」）

　私は、一般社団法人「ふろしき研究会」に所属し
て、すたれそうな日本の伝統文化である風呂敷の歴
史や由来を伝えたり、使い捨てではないエコな視点か
らの活用術のワークショップをしたりしています。風呂
敷の美しい文様は、本当にうっとりするぐらい素敵で
す。
　しかし、数年前に、戦時中の風呂敷を初めて見た
時、衝撃を受けました。日常生活の中で使われていた
風呂敷の柄が、あきらかな戦争プロパガンダなので
す。子どもたちの戦争ごっこの絵、占領した満州国の
地図の上に、開拓団の小麦の石高の記載。軍艦や戦

闘機の図柄。今で言うなら、紙
袋やレジ袋にすべて戦争関連
の絵柄が印刷されているような
ものです。
　残された記録や物から、戦時中の生活を想像する
ことは、今までも繰り返し体験してきていますが、風呂
敷という庶民の道具の中に、戦争へとつながるプロパ
ガンダを発見した驚きを、この夏ピースあいちで開催さ
れる企画展「戦争プロパガンダ―国民を戦争に向か
わせた宣伝たち」で、みなさんにも体験していただきた
いと願っています。

　誰かの「大切」を守ること
藤田 真悠子
（ボランティア）

　皆さんにとっての平和の象徴は何でしょうか。私に
とっての平和の象徴は名古屋城と金鯱です。空襲に
より焼失し、人々の情熱と支援から再建された名古屋
城は、この景色と歴史を守りたいという大勢の思いが
込められた平和の象徴です。そして金鯱は昨年、地
上へ降ろされ、コロナ禍で沈んだ街を活気づけまし
た。私は、名古屋に寄り添ってきた金鯱と名古屋城を
後世まで守りたい、大切なモノであると感じています。
　人それぞれ大切なモノは違うと思いますが、それを
愛し守りたいと思う気持ちは変わらないでしょう。だか
らこそ、他の誰かの大切なモノも守りたいと私は思いま
す。現在、ウクライナでは、ロシア軍による空爆で街が

破壊され、多くの人々が犠牲に
なっています。街には、そこに住
む人や訪れた人のかけがえのな
い記憶が存在しており、平和の
象徴とも言えます。しかし、上空から攻撃対象として地
上を見ていては、その街の人々の日々の営みや幸せ
に何の重みも感じられないでしょう。攻撃対象としてい
る街も、誰かにとっては大切な宝物であるということを
忘れてはいけません。
　誰かにとって大切なモノは、自分にとっても大切なモ
ノ。この言葉が浸透すれば、戦争も犯罪も世界から消
えるのではないでしょうか。

　創立45周年となる「愛知子どもの幸せと平和を願う合唱団」
藤村 記一郎
（作曲家）

　2022年2月24日、ロシアがウクライナを侵略した。大
国が力づくで小国を思い通りにしようとするのはロシア
に始まった事ではない。日本もアジアの国々への侵略
の歴史があることを忘れないようにしたい。
　今年で創立45周年となる「愛知子どもの幸せと平
和を願う合唱団」は、そんなアジアの歴史を含め、子ど
もたちに伝えていきたいと「ぞうれっしゃがやってきた」
を始め、さまざまな合唱曲を創り続け演じ続けてきた。
昨年12月には、東日本大震災・福島原発事故10年目
にあたり、ミュージカル「バックトウザ・フーちゃんⅡ」を創
作上演。この取り組みで、子どもたちが素晴らしく成長
し、今までにない手ごたえを感じ、大人と子どもで一緒

に取り組む合唱団を続けてきて
本当に良かったと思った。
　今年6月には、「藤村記一郎
作品コンサート70」（なぜ70で
しょう？）プレ企画を天白文化小劇場で開催、来年5月
の本公演では、沖縄の読谷村を舞台に、平和と文化
の村づくりを描くオラトリオ「鳳の花蔓」を創作上演す
る予定です。
　こうしたさまざまな活動を「週刊うたごえ新聞」に毎
週投稿し、平和と音楽の素敵な出会いを多くの方に
体験していただく「愛知のうたごえ・うたごえ新聞広め
隊隊長」をしています。
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修学旅行で来てくれる関西地方の
小中学校が増えています。

　このところ、修学旅行の目的地として「ピースあい
ち」を選んでくれる関西地方の小中学校が増えていま
す。しかし、コロナ禍で来館申し込みのキャンセルが続
きました。今年も6月、11月と来館予定が入っています
が、その頃までに感染者が減って順調に受け入れ可
能となることを願っています。
　例年のように来館する学校は、このコロナ禍でも見

学に来てくれました。こういった学校の特徴は、見学後
に文集を作成したり、感想文をたくさん送ってくれるこ
とです。
　初めて見学に来た学校の中で際立っていたのは
「ピースあいち」から学んだことを基にして､自分たちで
追加して調べたりした平和新聞を生徒たちが作った
ことです。新聞の一部は「ピースあいち」のプチギャラ
リーで展示されました。書くことで、単なる「知識」では
なく、「戦争と平和」についての記憶として生徒たちの
心に残ることでしょう。

　1931年に起こされた満州事変から15年もの長きにわたって戦争を遂行す
るために、戦意高揚と「国民のあるべき姿」を示す標語やスローガンが生活の
あらゆる場にあふれました。
　戦費調達のための国債や貯蓄の奨励のポスター。工場や町中の掲示板に
貼られた短冊のかたちをした標語。内閣情報局が発行した「写真週報」。子
どもの鉛筆やおもちゃに、マッチや茶碗の絵柄に、風呂敷のデザインに、駅弁
の掛紙にまで…。
　当時の「時代の空気」を生 し々く伝える日常にしみわたった宣伝、戦時下の
標語・スローガンの数 を々見ていただきたいと準備を進めています。

予告

夏の企画展　夏の企画展　「戦争プロパカンダ―「戦争プロパカンダ―国民を戦争に向かわせた宣伝たち国民を戦争に向かわせた宣伝たち」
　　　と　き　7月12日（火）～9月17日（土）　　　と　き　7月12日（火）～9月17日（土）
　　　ところ　ピースあいち3階展示室・2階プチギャラリー　　　ところ　ピースあいち3階展示室・2階プチギャラリー

夏の企画展　「戦争プロパカンダ―国民を戦争に向かわせた宣伝たち」
　　　と　き　7月12日（火）～9月17日（土）
　　　ところ　ピースあいち3階展示室・2階プチギャラリー

朗読の会「オリーブ」

　皆さんは、オリーブの花言葉をご存知でしょうか？
「平和」「PEACE」です。オリーブは、平和の象徴とし
て国連旗にも描かれています。
　私たち朗読の会では、呼吸法や発声法、アクセント
やイントネーションなどの練習を重ね、お話や物語を表
現するという朗読の楽しさを味わいながら楽しく進め
ています。ピースあいちの活動に寄り添い、反戦と平
和の意味を、大切な言葉を通して多くの人達にお伝え
したいと活動しています。最近はサマーセミナーや戦

争展などにも
参加していま
す。
　2022年5月5
日子供の日の
「ピースまつり」
では、新美南
吉の短編作品
（7作品）を聞いていただく予定をしていますので是
非、ピースあいちへご来館ください。心よりお待ちして
います。

戦争体験の語りを58回行いました。
語り手活動の取り組み

　本年度の「ピースあいち語り手の会」は、来館者や
派遣などで戦争体験の語りを58回行い、聴衆は小学
生から一般まで3111人。戦争体験者20人、語り継ぎ
手12人がお話ししました。
　「生徒たちは真剣に聞いてくれた。戦争の悲劇を理
解したと思う」（語り手）。「終了後の小学6年生の質問
には結構シビアなものが多かった。もう少し勉強してお
かなければ」（語り継ぎ手）。

　11月に実施し
た交流会では、
「もっと語りの機
会を増やしてほ
しい」「今こそ平
和や戦争につ
いて語りたい」
などの要望が出され、意識高く取り組もうとされている
ことがわかりました。戦後76年が経過し、戦争を直接
体験された語り手が少なくなってきている中で、「もっと
語り手の話を聞きたい」との要望が多くあります。

報告
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三重県立久居農林高等学校　防空壕保存プロジェクト
～私たちが考える戦争の記憶の継承～

シリーズシリーズ
平和を守る仲間たち平和を守る仲間たち⑬

シリーズ
平和を守る仲間たち⑬

戦争というものを少し身近に感じるようになりました。そ
れはこのプロジェクトに関わったメンバーは皆同じ気持
ちだと思います。
　防空壕の中に入るとかなり圧迫感があります。このよ
うな穴に実際に入った昔の人びとはどのような気持ち
だったかと思うと心が痛みます。二度と戦争を起こして
はならない。平和な日常がいつまでも続きますように。今
回保存した防空壕は静かに戦争を語り続けてくれるは
ずです。

ルソン島で戦死、餓死したであ
ろう父と重なる　     大久保 清子

過ち繰り返さぬために…
佐藤 和夫

　縁あって、ピースあいち開設時から
のボランティア、所属は営業第3課広
報係で、企画展チラシの公共施設、
地下鉄駅等への配架依頼と共に時
には小・中学生等への「展示ガイド」
をしている。また個人的には来館者の
増大を目指し、500名を目標に取り組んでいるがこの処は
足踏み状態（残り約１割）。
　昨今、ピースあいちの開設理念を否定するかのような
危険な情勢となっていることに危機感を覚える。平和憲
法下にありながら、「敵基地攻撃能力」を目指す等の軍
事力強化と憲法第９条の骨抜きを狙う改憲発議が俎上
に載せられようとしている。平和憲法第９条改憲に賛成
する人に伝えたい。『いざ戦争になった時には老若男女
の別なく、武器を持って最前線で闘う決意で臨んでもら
いたい！』…と。

ボランティアの窓

　今年の冬は、ことの外寒さ
が一段と厳しく、コロナへの
対応と共に体調を整えるの
が大変でした。
　2月24日、ロシア軍のウクラ
イナへの一方的な攻撃が始
まり、連日トップニュースで報道され、悲しく重い
気持ちになり、プーチンの顔が鬼の形相に見え
て仕方ありません。ルソン島で戦死、餓死したで
あろう父が重なります。
　3月になり、梅の開花と共に気温も上がり過ご
しやすくなってきています。前館長の野間さんが
元気なころ、「ボランティアの皆さんには、それぞ
れの大事な時間をいただいているのでありがた
い」と優しい笑顔で声をかけてくださったこと、思
いだされ、忘れられません。

　戦争は最大の人権侵害であり、二度と起こしてはい
けません。しかし、戦後76年が経ち、戦争体験者の高
齢化は進み、戦争の記憶を受け継ぐことが難しくなって
いる現状があります。この課題に対して私たちができる
ことは何か。「これから戦争を物語るのは、人からモノに
なる」と教えていただいた私たちは、校内に残る防空壕
を保存しようと思い立ち、校内の生徒たちの多大なる
協力のもと、防空壕保存プロジェクトを実行しました。
　これまで戦争については、本を読んだり話を聞いたり
することばかりで、遠い昔の話という認識でした。しか
し、今回の防空壕保存プロジェクトを進めていく中で、
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■交通のご案内

【利用案内】
●開 館 日 火曜日～土曜日
●開館時間 午前11時～午後４時
●休 館 日 日曜日・月曜日
●入 館 料 大人 300円
 小中高生 100円
●常設展示「愛知県下の空襲」「戦争の
全体像・15年戦争」「戦時下のくらし」
「現代の戦争と平和」、準常設展示「戦
争と動物たち」「戦争と子どもたち」。ほ
かに、図書や戦争体験DVDのライブラ
リーもあります。
●学校や団体の見学で、展示ガイドや体
験談を希望される場合は、事前にご相
談下さい。
●駐車場は２台分あります（300円）。他に
障がい者用が１台分あります（無料）。

上社西

丁田町

上社

一社
１番
出口

２番出口
バスターミナル
３のりば

上社JCT

環状302号

バスターミナル鋳物師洞

よもぎ台

じあみ

よもぎ台3

社台1

打越

平和が丘

平和が丘3

平和が丘5

平和が丘南

ほっか
ほっか亭

ダイソー

地下
鉄東
山線

GS

N

星ケ丘・栄・
名古屋駅 方面

平和公園
方面

猪高車庫
方面

藤ヶ丘方面

ピースあいち

千種高校

バス

バス
徒歩

アオキ
スーパー

駐車場２台

資料館探訪
 31

月一回の発行で「ピースあいち」の活動がタイムリーにわかる「ピースあいち・メールマガジン（無料）」。「ピースあいち」のホームページからお申し込みください!

●地下鉄東山線「一社」①出
口から北へ徒歩12分

●地下鉄東山線「上社」から市
バス上社11系統 「じあみ」下
車、西へ徒歩3分

　広島の平和公園は1949年制定の
広島平和記念都市建設法によって作られた。この公
園の中に原爆資料館やモニュメントがたくさん建てら
れている。公園全体が資料館と言っていい。今回は公
園内にあるモニュメントを紹介する。
大論争のあった原爆慰霊碑
　原爆慰霊碑は碑文を刻んだ石棺のうえに埴輪の屋
根をかたどったおおいがあり、碑の正面からその屋根
の内側を通してかなたに原爆ドームが見える構成に
なっている。碑文には「安らかに眠って下さい　過ち
は　繰返しませぬから」と彫られている。この碑文の
意味の取り方を巡って大論争が起きた。この文には主
語がなく「過ちは繰返さない」という主体が明示されて
いない。「我 日々本人」を主語とするならば、なんでアメ
リカの落とした原爆の犠牲者である死者に対して、日
本人である我々が過ちを繰返さないことを誓わねばな
らないのか、誓うべきなのはアメリカ人の方ではないか
という批判がなされたのだ。「原爆を落とす戦争という

過ちを二度と繰返さ
ないという人類の誓
いだ」という共通理
解に達し、この論争
の決着がついた。
峠三吉と原民喜の
詩碑
　峠三吉の詩碑は平和記念館の北側にある。有名な
「ちちをかえせ　ははをかえせ　としよりをかえせ　こ
どもをかえせ」の詩文が刻まれている。詩碑の裏側に
は英語で「Give back my father, give back my 
mother」と彫られている。
　原民喜の詩碑は原爆ドームのそばにある。原民喜は
詩人であり、作家としても優れていた。『夏の花』をはじ
めとする優れた原爆文学を生みだしたが、1951年東京
で鉄道自殺を遂げた。詩碑には、「遠き日の石に刻み　
砂に影おち崩れ墜つ　天地のまなか　一輪の花の
幻」という遺書の一部が刻まれている。　　　　  （N）

●編集後記●
　ことしは私たちにとって二つの記念日がある年です。一
つは沖縄本土復帰50年です。1972年5月15日、鳴り物入り
で復帰しましたが、50年経った今も、広大な沖縄の米軍基
地は､その多くが残ったままです。では50年の歳月で何か
変化したのか。今回は5月10日から沖縄展を開きますので、
是非ともおいでください。もう一つの記念日はピースあいち
15周年です。2007年5月4日の開館の日には会場の名東文
化小劇場が満員になったことを思い出します。「15年戦争
を学び直そう、今の日本の平和を守っていこう」の精神は、
この15年、受け継がれてきたと思います。宮原館長の挨拶
が2面にあります。　　　　　　　　　　　　　　（K.S）

　私たちの館の財政は、基本的
に3本立てで賄われています。一
つは年会費。2022年3月現在、正
会員356人から6000円、賛助会
員423人から3000円をいただい
ております。二つめは入館料収入
です。各種企画展示や常設展示
を見学においでの方々からいた
だくのは、大人300円、子ども100
円です。三つめは寄付金や助成
金収入です。これは時に大きな助
けになりますが、残念ながら確実
に入ってくるものではありません。
　一方、支出は年間平均して
1100万円ほどが必要です。多くを
善意の人たちやボランテイアの方
にお願いして経費を抑えていま
すが、財政は基本的に不安定で
す。これを安定させなければ、

ピースあいちの運営の安定もあり
ません。
　そこでお願いです。正会員でも
賛助会員でも結構です。会員に
なって「ピースあいち」を支えてく
ださい。思い立ったら吉日、電話・
FAX052-602-4222へご一
報下さい。

◆オンライン振込◆
クレジットカード・銀行振込でもピー
スあいちへの入会・寄付をしてい
ただけるようになりました。

「ピースあいち」の会員になって、「ピースあいち」の会員になって、
戦争と平和について考えてみましょう。戦争と平和について考えてみましょう。
「ピースあいち」の会員になって、
戦争と平和について考えてみましょう。

オンラインの
入会はこちら

オンラインの
寄付はこちら
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